
☑

☐

☑

☑

☑

☑

☑

☐

☑

☑

☐

☐

☑

☑

☑

☑

☐

☑

5ｔ

6ha 7ha

項目 作業場ヘの冷暖房設備の設置

3ｔ

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 日焼けによる廃棄量ノ削減

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

２０２４年までに、屋内トイレ完備の
衛生的な施設を整える

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

耕作面積 6ha

土壌分析に基づき、年間に必要な窒素量をそれぞれの畑で
定め、化成肥料から堆肥および有機質肥料への切り替えを
行った。土壌肥沃度は計測指標を定めることができなかっ
たため、あくまで堆肥使用量の増減で見ることとした。

項目 自社耕作面積

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

働きやすい環境の整備 現状（2025年） 更新時（3年後）

2022年には全肥料の内1200kg
が化成肥料だったが、2025年には
800kgに減らした。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

0台

前期の指標に対する実績

1台
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

耕作面積
２０２１年５ｈa→２０２４年 6ha

前期の指標に対する実績

後継者のいない農地や耕作放棄地の受け入れ・農地の保全

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

熊本市・玉東町の柑橘畑を借りて、目標達成できた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
屋内トイレを完備した。 2023年屋内トイレ完備

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

農業生産適格法人の弊社と、地域の生産者と連携し耕作放棄地の解消に取り組みます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

精密な土壌分析に基づいた施肥を実行し、余剰な化学肥料
を削減することで、豊かな土壌および地下水源を守りま
す。

2025年までに、化学肥料30％削
減し、土壌肥沃度（腐植値）2％以上
取り入れる（2022年比）

女性でも働きやすい環境の整備

経済

環境

事業者名 株式会社ローソンファーム熊本

地域の耕作放棄地の受け入れを積極的に行い、土壌管理をし地下水源を守っていく。また、働きやすい環境づ
くりを努めていき、農地・産地に貢献できる企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

気候変動、特に夏場の気温上昇に対応した栽培技
術の確立

後継者のいない農地や耕作放棄地の受け入れ・農
地の保全


